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論文内容の要旨
西南日本内帯の中・古生代の造構史は付加体の集積過程とみなされ，内帯を構成する秋吉帯，舞鶴;舟
超丹波帯，丹波帯はペルム紀からジュラ紀にかけて順次形成された付加体とされてきた。これらの年代
学的解釈は主に放射年代学的放散虫生層序学的側面からちれてきたが構造地質学的に付加~付加後の
造構過程について検討した例はほとんどない。また，舞鶴帯はその岩相と地質構造から付加体とは考えら
れず，地帯配列の形bお品程については再検討が必要で怠る。本研究では舞鶴帯.超丹波帯.丹波帯に見
られる摺曲やフォリヱーションなどの変形構造を検討しその古生代末期から中生代のテクトニクスを考
察した。
変形構造・の解析は，野外調査から得られた岩担分布，唯積構造スレート境開と層理両の斜交関係，さ
らに鏡下での小構造の重複関係に基づいておこなった。その結果ペルム紀から白亜紀にかけて6阿の変
形作用 (Pre-Dlu・t，Dl， D2， D3， D4)を識別した。 Pre-Dlは付加作用に対応する未~半固結時の変形
であり，超丹波帯 (Pre-Dlu:ペノレム紀新世)と丹波帯 (Pre・Dlt:ジュラ紀新世)で認められる。 Dl
(ジュラ紀末期かられ亜紀初期)は小構造の重複関係から さらにDJEとDILに区分される。 D1Eは丹波
帯にだけ認められ，顕著な脆性~延性関断構造を形成した。 DILは全ての地帯で認められ，スレート境開
を軸面境問とするclose-isoclinalな摺曲を形成した。 DUま，起丹波帯と丹波帯の境界を主明断両とし，
当時の五向で上盤がほぼ西から東に移動した衝上運動に対応する。 D2(約130Ma前後)はopenな摺曲と
その軸面勢聞としてちりめんじわ境問を形成した。 D3(80--130Ma)は，左横ずれ運動に対応し，丙に高
角でプランジするアンチフォームを形成した。 D4(白亜紀新世以降?)はキンクバンドを形成した。
舞鶴層群の堆積場は，その岩相と層序からペノレム紀の背孤域であった考えられる。つまり，ジュラ紀以
前には，舞鶴帯構成層は秋吉帯よりさらに大陸側に存在していたと推定される。現在，内帯で見られる秋
吉帯一舞鶴帯一超丹波帯一丹波帯という地帯配列は各地帯の構造特性から考察すれば.ジュラ紀最末期
から白亜紀最初期に起こった衝上運動 (Dl)を経て形成されたと結論される。
論文審査の結果の要旨
尚南日本の基盤地質構造は，諸地帯の東西性帯状配列で特徴付けられ，主要な地帯は古生代一中生代で
の段階的な付加造構過程で形成されたという概括的認識が得られつつある。しかし，地帯配列の具体的な
形成機構については未解決の問題が山積しているc本論文は西南日本内帯の舞鶴帯・超丹波帯・丹波帯を
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構成する先白亜系を地質学的に検討し変形構造解析に基づいて・占牛.代末一中生代のテクトニクスを論じ
たものである。
まず詳細な野外地質調査と放散虫年代学的・堆積岩岩石学的・構造地質学的検討に基づいて，新たに舞
鶴帯の舞鶴層群はペルム紀中一新世の背孤梅盆~陸棚堆積物超丹波帯の上月層・土万層・山崎層はペル
ム紀中一新世のメランゾュ.丹波帯の葛根層・丹波層群はジュラ紀のメランジュとして区分し，その層相
を認定した。またメランジュは付加体であり 各地帯はスラストで接することを明らかにした。
次いで先白亜紀地質体に発達する摺曲とフォリエーションの検討に基づいて詳細な変形構造解析を行っ
た。その結果.ペルム紀一白亜紀聞にPre・Dlu，Pre・Dlt，Dl， D2， D3， D4の6回の変形作用を識別し，
前2者は付加作用時の未一半固結変形作用，後4者はポスト付加作聞の変形作用として2大別した。主要
な変形作用であるDlはジュラ紀末期一白亜紀初期に まず丹波帯の岩石に顕著な脆性~延性勢断構造を
形成 (DIE)し，次いで全地帯の地質体にスレート努開を伴うクローズ~等斜摺曲の形成 (DIL)へと連
続的に進んだと解釈した。そして.このDlが超丹波帯と丹波帯の境界を主興断面としたスラスト運動に
対応し現在見られる舞鶴帯ー超丹波帯一丹波帯という地帯配列は，地帯の大規模な再配列を引き起こし
たDlに規制されたものであると結論した。
以上の研究成果は，付加体で構成される変動帯研究において変形構造解析が有効であることを実証する
と同時に.日本列島の中・古生代テクトニクスの解明に大きく貢献するものである。よって本論文は博士
(理学〉の学位授与に値するものと審査した。
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